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I. 中国の国内潮流

最高指導者を取り巻く環境は？



1. 習近平の独裁体制確立

• 個人的な全体主義志向

• 汚職と戦う「暴れん坊将軍」→皇帝

• コロナ禍でデジタル統制社会へ

• 第3期の正当化 「百年に一度もない大変動」

• 軍からも不満 「集団指導体制」（原則）→「軍委主席負責制」（’25 政府工作報告）

➢「西朝鮮」化への懸念 健康不安と彭麗媛夫人の影響力拡大



2. 習近平のプライオリティ

1. 自分と中国共産党の安全

2. 庶民からの支持の獲得

3. それを確保するための各分野の統治（外交安保含む）、ナショナリズムの惹起

➢台湾統一は3で国家統一の象徴、しかし1や2ほどの重要性はない



3. 経済社会の悪循環

グローバルサプライチェーンは脱中国化が進む、中国経
済は産品から産能輸出に移行、企業は第3国に投資拡大

https://weekly.caixin.com/2025-03-08/102295931.html?originReferrer=caixinsearch_pc

1. 習近平「中華民族の偉大な復興」

2. コロナ禍の戦狼外交、国内統制の強化

3. 西側との関係悪化、社会主義的イノベーショ

ン促進策、「国進民退」加速

4. 内需萎縮、デフレ進展、企業の海外逃避

5. 若者は就職難、海外脱出、少子化加速

6. 政府データの信頼性も低下

➢習近平政権は当面、体制維持のため思想統制を

含む全体主義的ガバナンスを強化するしかない

➢上からの統制は強力だが社会の凝集力は希薄化



II. 米国の圧力

中国は何が不安なのか？



1. トランプ1.0とバイデン政権
1. オバマ政権期：中国は自由主義経済の勝者、「一帯一路」で世界に経済攻勢

2. トランプ1.0：

2017年ごろから米中貿易戦争、中国は日米貿易摩擦の歴史などを研究（1対1）

コロナ禍の2020年にはTikTokや半導体がターゲットに（中国も国運のため譲れず）

3. バイデン政権：

同盟国との連携を再建、QUADやAUKUSなど拡大 →台湾海峡が国際的焦点に

トランプ1.0の経済攻勢を西側諸国に拡大、中国包囲網を経済安全保障へと広げる

➢「ツキジデスの罠」の現実味



2. トランプ2.0とのディールへの希望
1. 中国国内ではトランプは人気

習近平政権：米国の同盟網の弱体化に希望、

全体主義へのリスペクト、E. マスクの存在

中国社会：国内で唯一無二の習近平に圧力を加えられる唯一無二の相手

2.   2025年1月17日には習近平・トランプの電話会談、加えてTikTok法は発効延期

中国国内では好意的に報道（「大きな存在と渡り合える」習のイメージ作り）

3. だが本音ではトランプの不透明性に不安

トランプ1.0の経験、対中強硬派の存在 →2月4日の追加関税には静かな対応



3. 「逆ニクソン」の真実味

1. なぜグリーンランド？ パナマ？

2. 2月末 ロシアが中国のジュニアパー

トナーになるのを防ぐ必要があると、

ルビオ国務長官がテレビインタビュー

で「逆ニクソン」案に言及

3. 28日未明 米ウ大統領の口論

4. トランプの平和案の背景には、中国を

主敵とする世界戦略があるのでは？

➢グローバル地政学へ？



III. 中国の備え

「中華民族の偉大な復興」への本気度



1. グローバルサウス基軸の外交配置
習近平は「大家庭」拡大に励む
だが、チーム力はまだ弱い

http://www.xinhuanet.com/world/2018-09/04/c_1123379846.htm



2. ロシアとの協力が示す考慮
1. 習近平とプーチンの個人的関係？

2. 中ロ関係の「恩恩怨怨」、中国専門家の対ロ不信

3. にもかかわらず、中国にはなぜロシアが必要なのか？

・係争の多い海洋とは対照的な「陸の安全地帯」

・「マラッカ海峡のくびき」 エネルギー、資源、北極海航路

・軍備関連技術（核・宇宙含む）

・食糧安全保障、中国の後背地としてのシベリア

➢習近平政権は米国との戦争の可能性を本気で憂慮



3. 農産物での関税報復の意味

1. 2025年3月10日、中国は米国に報復関税第2弾

農産物中心、小麦やトウモロコシ、鶏肉、綿花など29品目に15％の追加関税

2. なぜ今回？

習近平政権は2017年に測量法施行、漁業改革も

2021年からは国土空間規画で農地拡大

→2024年には食糧生産が7億トン突破

大豆等はブラジルなどからの輸入拡大

➢有事への準備を着実に進めてきた

https://www.sohu.com/a/560674081_121106994



4. 国家実験室でイノベーション促進



IV. 今後の対外政策

不確定な未来への備え



1. 国内政治のための外交

1. 国内安定が最重要

外交には「社会を素晴らしい段階に導く共産党指導者」としての習近平像を描く機能

（だからこそ政治的安定感のある王毅が長期留任）

2. 台湾侵攻は政権の損得計算による

侵攻が政権の安定性を脅かすのであれば、できない（経済制裁）

だが台湾統一は「国家の宿願」、政権はそれを放棄する姿勢も見せられない

頑張ってやっている姿勢を見せるために、軍事費は積み上げねばならない



2. 対米関係の変数

1. 中国は自己認識上はresponsive

米国が中国を封じ込めにかかるなら、習近平は国内政治上、対抗が必要

→国内経済はさらに犠牲になる可能性、支持が低下すれば強硬化のリスク

→生存空間を求めて途上国に接近すれば、さらに米国の懸念を招く

2. 国内政治の落とし穴（官僚機構は粛々と長期計画を実行）

宇宙・深海開発、グローバル地政学の競争を激化

南鳥島に近い深海でのマンガンノジュール採掘？ クック諸島にも同様の「協力」



脆弱な日中関係

1. 「中間地帯」の不安定性

習近平は米国と途上国しか見ていない

日本・インドなどは中国外交において位置付けが不安定（西欧は利用可能？）

2. 「九・三」への懸念

抗日戦争80周年の軍事パレード決定、プーチンも訪中（SCOサミット）

「サンフランシスコ条約」見直し説提起の可能性（習近平の琉球論）

対日関係は米中関係・中台関係等に規定され続ける（市場はすでに分断）
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